
はじめに

　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。
　小学１年生の子どもたちの言動から「１年生は宇宙人だ」と言われる
方がいますが、これは捉え方を間違えているように思います。そのよう
に捉えてしまう大人側の思考が「宇宙人」と思った方がよいでしょう。
まぁ、間違いなく、私自身が１年生のときには先生からそのように言わ
れていたことでしょう。
　１年生の子どもたちは「宇宙人」ではなく「無限の可能性がある人」
なのです。我々大人よりも、はるかに無限の可能性があるのです。もち
ろん初めてのことにはうまくいかないこともあるでしょう。できないこ
ともあるでしょう。でも、スポンジが水を吸収するかのようにどんどん
さまざまなものを吸収していきます。
　そのキラキラとした無限の可能性に注目できると、１年生担任の楽し
さを感じやすくなると思います。
　だからこそ、先生が指示をして動く１年生ではなく、子どもたち自身
が考え、動くといった自立する姿を引き出すことができます。そのため
のきっかけを我々はつくっていきたいものです。

　本書の１章ではどのようなことを意識しながら取り組んでいくのかと
いうマインド面を、そして２章以降ではどのような実践をしていくのか
という行動面を紹介していきます。
　本書が、初めて１年生を担任する先生、１年生の指導に困っている先
生にとっての一助になれば幸いです。また、１年生のすごい力を多くの
先生方に伝えたい。そんな思いで本書を書きました。

　2023年 1月
樋口 万太郎
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トラブルはあるものと思おう
　トラブルはない方が嬉しいに決まっています。トラブルの仲裁で時間
が取られることもありません。友達関係がギクシャクすることもありま
せん。保護者に連絡を入れることもありません。
　でも、残念ながらトラブルはあってあたりまえです。トラブルがない
世界であれば、世界中が平和なはずです。
　トラブルが起こる原因の多くは、「自分の考えを相手に伝えることが
できなかった」「相手の考えを受け入れない」ということだと考えてい
ます。つまり見方を変えると、トラブルは相手のことを知ることができ
るチャンスとも言えます。相手のことを知ることができるということは、
・仲を深めるチャンス
・自分を成長させてくれるチャンス
でもあります（もちろん、いじめにつながるようなトラブルのときはチャ
ンスだとは思いませんが…）。

「思ったことを相手に伝えていたか？」の指導
　１年生のうちは相手から何か嫌なことをされたとき、すぐに手が出て
しまう子がいます。こういったときには、「手が出てしまう」ことより
も「ちゃんと自分が嫌だったことを相手に伝えたのか」ということをメ

１年生はトラブルが
あることはあたりまえ
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インに指導します。
　ちゃんと自分が嫌だったことを相手に伝えることができたら、相手も
理解して謝ってくれるし、手を出す必要もなくなります。
　でも、発達段階を考えると、なかなかできないことです。だからこそ、
何度も何度も子どもたちに「ちゃんと自分が嫌だったことを相手に伝え
たのか」ということを指導することが大切です。

「ごめんね・いいよ」で終わらせない
　トラブルは、「ごめんね・いいよ」で済ませてはいけません。この「ご
めんね・いいよ」は悪魔の言葉とすら思っています。
　どれほど怒っていても、相手が「ごめんね」と言うと、条件反射のよ
うに「いいよ」と言ってしまい、トラブルの話し合いがそこで終わって
しまいます。こちらも安心して話し合いを終わらせてしまうと、実は不
満だらけだった…ということも多くあります。
　謝って終わらせるのではなく、しっかりと一人ずつ話を聞いていくこ
とが大切です。そして、お互いモヤモヤしていることはしっかりと吐き
出させます。そうすることで自分がダメだったことなどが見えてきます。
そこまでしたのちの「ごめんね・いいよ」であれば構いません。

最近はトラブルが少ない？
　最近は逆に１年生の子ども同士のトラブルが少なすぎるのでは？　と
思うときがあります。冒頭にも書きましたが、トラブルは仲を深める、
自分を成長させてくれるチャンスです。
　だからこそ、１年生のときに、さまざまなトラブルを経験しておいて
ほしいと思っています。低学年のトラブルの多くは「ごめんね・いいよ」
で終わるトラブルです。中学年・高学年になるとそうはいきません。や
やこしいトラブルばかりです。
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１年生の悪意のない発言
　「こんなこともできないの？」
　「私はもう○○ができる」
　「僕はこんなことを知っているよ」
　「まだできないの？」
　１年生の子どもはついこんな発言をします。また、すぐに答えを言っ
てしまう子もいます。
　正直、このような発言を聞いたとき、以前はイライラしていました。
しかし、いまは悪意のない発言だと考えています。子どもたちは悪意が
あって言っているわけではないのです。ただ、単に自分のことを伝えた
いだけなのです。もしかしたら、できていることを伝えて、ほめてほし
いのかもしれません。
　悪意のない発言だと思うのですが、こういった発言は、相手意識の欠
如の発言だと私は考えています。
　私はその子自身がこのように思うこと自体は構わないと思っていま
す。しかし、その発言によって、マイナスな気持ちになる子がいるため、
たとえ心の中で思っていても、口に出してしまうことは間違っています。
相手意識があれば、このような発言はしないはずです。
　ですから、先生もイライラせずに相手意識という視点で答えたらよい
のです。

１年生は悪意のない
発言をしてしまうもの
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悪意のない発言①「めんどくさい」
　その子にとっては本音なのでしょう。なぜめんどくさいのかを考えな
いといけません。このような発言が出てきたときは、授業が面白くない
のか、理解ができなくて実は困っているのかなどを考えないといけませ
ん。
　この場面では、「あなたがそのように思うのは構わない。でも、それ
を言うことによって、周りの子がやる気をなくすから口に出すのは間違
いだよ」と言います。

悪意のない発言②「したくない」
　「したくない」も「めんどくさい」と同様で、なぜしたくないのかとい
う理由を探っていかないといけません。問題ができない、間違えること
が恥ずかしい、間違えたことを他の子に知られると嫌といった理由もあ
るでしょう。
　子どもたちは計算ができればよい、漢字が書ければよいなど、○○が
できていれば、◯◯を知っていれば、という技能面や知識面さえできる
ようになっていればよいと考えがちの年代です。
　そういった技能面、知識面も大切なことですが、学校で学ぶ意義は他
の子たちと考えたり、話し合ったりするということです。その中で自分
では思いつかなかった考えを思いつくこともあります。それが楽しさで
もあります。
　だから、他の子たちと考えたり、話し合ったりする活動に何度も取り
組んでいくことで、このような発言もどんどん減っていきます。
　私はどんな学習の場面でも、「これまでに学習してきたことを使って
他の人と考えることができることがステキな姿」だと子どもたちに言い
続けました。
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整理をしないとだめ
　ここまで、子どもの話を聞くということが大切だと書いてきました
が、１年生の子どもたちは筋道立てて話をすることが難しいです。自分
の感情のままに、いま思い浮かべていることをどんどん言ってしまいま
す。これは発達段階を考えると仕方がないことです。
　トラブルのあったときは話を聞くだけでなく、話を聞いた上で教師が
整理をすることが求められます。整理をせずに、話を聞いて指導をする
と、間違えた指導をしてしまう可能性があります。
　整理をすると、何が原因なのかということもわかります。

音読発表会の練習トラブル
　ある日、音読発表会の役割分担を子どもたちで決めたとき、そのうち
の一人が、「勝手に自分の役割を決められた」と訴えてきました。でも、
周りの子は「そんなことない」と言っています。
　そこで、ホワイトボードを使い、子どもたちの話を整理していきまし
た。

① まず、一人ずつ話を聞いていくことを子どもたちに伝える。その
際に、みんなの考えを整理していくためにホワイトボードに書い

１年生の子どもの
話を整理する
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ていっていいのかを聞く
②一人ひとりに話を聞いて、ホワイトボードに書いていく
③整理したことを子どもたちに伝え、考える場を設ける

整理したときのホワイトボードが下の写真になります。

　５人中４人が同じ役をしたいことになり、みんな納得の上で、じゃん
けんをしました。そのじゃんけんに負けた子たちが第２希望として、勝
手に役を決めていったというのが、このトラブルでした。
　そこで、「第２希望の子たちは、またそこでお互いの希望を聞かない
と決定できないよ」と子どもたちに言い、子どもたちは納得した上で第
２希望について話し合っていきました。
　子どもたちはホワイトボードに整理されていく中で、自分たちで何が
いけなかったのかに気づき始めていました。
　時々、みんな納得の上でじゃんけんをしているにもかかわらず、自分
がじゃんけんで負けたことに納得していない子がいます。その場合は、
「みんなで納得してしたんでしょ？　それなのにそんなこと言っては、
周りからわがままだなと思われるかもしれないよ」と言うようにしてい
ます。
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